
（1） ２０２４年４月１５日(月) 全国商工新聞（週間）｛付録｝昭和２６年１１月１７日（第３種郵便物認可）第３５９９号 
 

  高知県商工団体連合会 NO.１０９６(55-41) 
〒780-8035 高知市河ノ瀬町３３ 

                                                     TEL088-832-4838  FAX088-832-3126 
                                                      E メール kosyoren@citrus.ocn.ne.jp 
                                                      ホームページ http://kosyoren.web.fc2.com/ 

このニュースはホームページでもご覧になれます 

 
 

高商連ニュース 

 

春
の
運
動
ご
苦
労
様
で
し

た
。 全

商
連
は
５
月
25
日
、
26

日
の
総
会
に
む
け
て
仲
間
増

や
し
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

四
国
４
県
の
拡
大
競
争
も

４
月
１
日
か
ら
、
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
後
半
戦
に
入
っ

て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
参

加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

香
美
郡  

集
団
申
告
後
の
お
つ
か
れ

会
で
、
加
藤
拡
大
推
進
委
員

長
が
、「
こ
こ
に
い
る
み
な
さ

ん
に
読
者
１
人
増
や
し
て
欲

し
い
」
と
訴
え
る
と
、
森
川
さ

ん
が
、
１
人
じ
ゃ
い
か
ん
ろ

う
。
３
人
は
増
や
さ
な
」
と
応

じ
、
翌
日
２
人
拡
大
、
読
者
の

購
読
継
続
を
報
告
し
て
く
れ

ま
し
た
。
森
川
さ
ん
あ
り
が
と

う
‼ 山

﨑
会
長
も
３
月
23
日
、

県
連
の
青
年
部
対
策
会
の
あ

と
、新
規
開
業
の
居
酒
屋
さ
ん

を
訪
問
し
、読
者
拡
大
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
‼ 

香
美
郡
民
商
は
、
３
月
24

日
現
在
、
会
員
７
名
、
読
者
32

名
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

前
年
同
時
期
と
比
較
す
る

と
、
会
員
２
名
、
読
者
３
名
多

く
増
や
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
３
月
末
か
ら
の
現
勢

は
、
会
員
１
名
、
読
者
２
名
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

四
国
４
県
拡
大
競
争
は
、

読
者
の
部
で
２
位
（
３
月
24

日
）
に
後
退
し
ま
し
た
が
、
１

高商連共済会『いのちと健康を守る学習交流会』 
６月９日(日) ９時３０分～１３時 会場：高知城ホール ＝どなたでも参加できます。参加費無料＝ 

 メインテーマ ｢南海大地震 あなたはどうする？＝事後の対策・対応を中心に＝｣ 

＊内容 ＜予定＞ 

事業者向け「地震に備えるための基礎知識や対処方法」＜県南海トラフ地震対策課の出前講座＞ 

非常食の説明、昼食の準備 ＜㈱中村防災＞ 

   能登半島地震の経験を聞く ＜民商石川県連・井上事務局長＞ 

昼食 ＜㈱中村防災＞ ＊昼食は非常食を試食します 

＊１３:３０から高商連(民商県連)と県共済会総会を開催します。総会後は懇親会を行います 

春の運動ご苦労様でした 次は全商連総会(5/25・26)にむけて 

位
に
は
２
名
差
と
逆
転
可
能

で
す
。(

※) 

３
月
末
に
は
退
会
・
購
読
中

止
が
で
ま
す
。
あ
と
ひ
と
ふ
ん

ば
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う 

    
(

４
／
１
香
美
郡
民
商
会
報)

 

(

※)

最
終
集
約(

３
月
末)

で

１
位
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
四
国
拡
大
競
争
の
主
な
順
位 

◇
読
者
の
部 

 

香
美
郡
１
位 

南
国
４
位 

◇
会
員
の
部 

 

仁
淀
川
４
位 

香
美
郡
５
位 

◇
共
済
の
部 

 

南
国
３
位 

香
美
郡
４
位 

◇
婦
人
の
部 

 

中
村
１
位 

南
国
５
位 

◇
青
年
の
部 

 
高
知
４
位 

ほっとまんぷくプロジェクト 

(学生向け食料支援) 
     ＜まんぷくプロジェックとチラシより＞ 

コロナ禍の２０２０年５月から始めた学生向け食料支援「ほ

っとまんぷくプロジェクト」は、３年半を超えました。今年に

入ってからは物価高騰で生活を切り詰めるため、〝まんぷく〟

を利用する学生が増えました。 

 ３年半で、のべ１５,０００人の学生が利用し、開催は県下

６か所、のべ４３０回となりました。 

寄せられた募金は約 1 千万円、配ったお米は１０トン近く

になります。 

スタッフ、地域のボランティアスタッフの方々、学生ボラン

ティアの協力で開催を続けてこれました。ご協力いただいた皆

さんに心より感謝を申し上げます。 

高知市朝倉、高知市丸の内、香美市、南国市、香南市、土

佐市の６か所で行っている〝まんぷく〟。 

地元のパン屋さんや農家さんからパンや新鮮な野菜が届く

会場、料理のレクチャーや学生生活の色々を優しく聞いてく

れるスタッフがいる会場など、それぞれの会場の特色があり

ます。 

今後も学生が｢ほっとまんぷくになる｣ように頑張ります。 

◆継続のための募金を集めています。ご協力お願いします。 
 

学生からのメッセージ 

４回生の前期から〝まんぷく〟を利用していますが、支援いた

だいて本当にありがたいです。親の都合で４回生から月１２万

円の奨学金を借りて、そこから家賃なども出しています。なの

で、あまり食費にお金をかけられない事情もあって、食糧支援

には助けられています。コロナ禍での学生生活でしたが、ここ

(高知)に来ないと会えなかった友人や人たちと会えたことなど

を考えると、高知大学に来てよかったなと思っています。卒業

後は県外に進学しますが、学生生活を支えてもらったこと、本

当に感謝しています。 
 

大学４回生です。入学当時はコロナ禍での入学で、１、２年生

はずっとリモート授業でした。なので、高知にアパートは借り

ていたけど、住まずに地元から授業を受けていました。やっと

３年になって対面の授業も始まり、高知に来ましたが、正直学

生生活としては充実してたとは言えな 

い４年間でした。同じクラスは３０人 

ほどですが、半分は話したこともあり 

ません。顔と名前が一致しない人もた 

くさんいます。サークルにも３年から 

入るというのもなんだかな、とやめま 

した。食料支援はすごく助かっていま 

す。特に野菜はあまりスーパーで買わないので、ここでもらっ

て生活している感じです。麺類、パスタソースなども生活に役

に立っています。ありがとうございます。 
 

学費・奨学金アンケートから 

・大学院進学後、研究室がバイト禁止というところが多く、希望の研

究室でも奨学金の返済額を考慮すると入りづらい。また、博士まで

取ると思うと、貸与返済額が大きくなってしまう。(大学生・理系) 

・社会人になって奨学金を返済できるか不安。留学もしたいけど、

その費用をなかなか貯金することができない。(大学生・文系) 

・学部生のときは給付奨学金があったが、修士にも給付奨学金を

導入してほしい。(大学院生・理系) 
 

 

災害時に想定される被害、事象などの説

明、安否確認の方法や通信手段の基礎

知識、行動方法などについての話 
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